
カワウ管理計画の概要 

 

１ 根拠法令 鳥獣保護管理法第７条の２（第二種特定鳥獣管理計画） 

２ 管理すべき鳥獣の種類 カワウ 

３ 計画の期間      令和６年４月１日 ～ 令和９年３月 31 日 

４ 計画対象地域     兵庫県全域 

５ 現状 

(１) ねぐら・コロニー箇所数の推移 

県内の繁殖期（３月）のねぐら・コロニー箇所数は令和 2 年から徐々に増加し、令

和４年３月時点で 40 箇所確認されている。うちコロニー数は令和元年以降横ばい傾向

にあり、19 箇所確認されている（図１、３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 個体数の推移 

県内のカワウ個体数は春期（３月頃）から夏期（７－８月頃）にかけて減少し、夏

期（７－８月頃）から冬期（12 月頃）にかけて増加する傾向が見られる（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 捕獲状況 

 
 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

許可※ 52 6 23 50 109 120 327 472 502 425 

狩猟 52 132 160 172 131 66 165 101 123 137 

計 104 138 183 222 240 186 492 573 625 562 

 ※学術研究を目的とする許可捕獲は含まない。 

図１：カワウのねぐら・コロニー箇所数の変化（関西広域連合調べ） 

図２：カワウの個体数（関西広域連合調べ） 

表 1：カワウの捕獲数推移 

※ H27.3 月はねぐらの攪乱による参考値 

※ 



６ 管理の目標及び方針 

(１) 管理の目標 

カワウの生息状況や被害状況の把握を進め、被害

軽減及び人との軋轢解消を図ることを目標とする。 
(２) 目標を達成するための基本方針 

① 科学的知見に基づいた管理（被害防除・個体群管

理・生息環境管理）を実施する。 

② 水産業被害が発生する飛来地（採食地）では、飛

来数や捕食魚種の把握を行い、被害対策を進め

ながら水産業被害を減少させる。 

③ 休息や繁殖として利用するねぐら・コロニーに

ついて、生息数や巣数を把握して規模や立地条

件等に応じた対策方針を定める。 

④ 流域や地域特性を基に５つの管理ユニットを設

定する（図４、表２）。各管理ユニットでは、関

係者と連携しながら具体的な対策を盛り込んだ

地域別実施計画を策定し対策を推進する。 
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(３) 目標を達成するための措置 

① 県、市町、漁業関係者等を構成員として兵庫県カ

ワウ管理協議会を設置する。 

② 管理ユニット毎に地域別協議会の設置を進める。 

 

７ 具体的な管理手法 

(１) 被害防除対策 

水産業被害の発生場所における対策として、①

花火等を用いた追い払い、②着水防止のテグス張

り、③放流方法の工夫、④加害個体の駆除等を行う。 

(２) 個体群管理 

既存のねぐら・コロニーを分散させず、新規で作らせないようにするため、①テー

プ張りによるねぐら・コロニーの除去、②ねぐら・コロニーにおける銃器捕獲による

個体数調整、③偽卵置換やドライアイス散布による繁殖抑制、④空気銃による音響捕

獲法等の新たな捕獲技術検証等を行う。 

(３) 生息環境管理 

魚道や魚類の隠れ場所となる構造物の設置等、多自然工法の実施により河川の生物

多様性保全を図り適切な生息環境を維持する。 

 

８ その他管理のために必要な事項 

捕獲技術者の育成や捕獲技術の導入、関係機関・組織の連携強化、カワウに関する普及

啓発を進めながら生息状況のモニタリングや被害状況の情報収集等を実施して対策の効

果検証を行い、今後の計画に反映させる。 

表２：カワウの管理ユニット構成市町 

図４：カワウ管理ユニット

図３：県内のねぐら・コロニーの個体数規模 
（関西広域連合調べ） 


